いいの かしらと 思う 心 持 は、 一 体 どこから 来る のか。 

若い 妻の 或る時の 感情に も、 これに 似た 陰翳の 通り 

すぎる こと は あるに ちがいな いし、 一見 苦労の ない 日 

常 生活の 事情で、 いろんな 稽古事 を やったり、 シネマ 

を 見た リ、 踊ったり している 若い 娘さん 達の 気分の 上 

を も、 やはり こういう 雲が 通り すぎ る 事が あるだろう _ 

心 持の 表面 を 掠める ので はなく、 生活 感情の 断層の 

ような ところから、 そういう 落着かな さ、 内容の 不明 

な 不安が きま つ た 箇所に い つも 閃いて 見える ように 

なった 時、 その 人た ち は、 自分の 生活が なんだか 全部 

あるべ きょうに は 無い の だとい う 自覚 を 持ち はじめる _ 



いま 

こんな 感情 を、 昔の 教訓 は 面白い 言葉で 誡 しめた。 

曰く 「小人 閑居して 不善 をな す」 明治. 大正の 女流 教 

育 家た ち は、 その 解釈 を、 日本 資本主義の 興隆 期ら し 

い 楽天 性と 卑俗 性と で 与えた。 人間 は 目的 を 持って 努 

力の 生活 を すれば、 自ら 身体 は 強健に なり、 蓄財 も 出 

来、 老後 は 天命 を 楽しめる ので ある。 「怒るな。 働け」 

と。 

今日の 生活 は、 こういう 単純な 警告に 対して、 論争 

はせ ずに 唯 笑って 過す 程、 女の 社会性 は 複雑に なって 

来て いる。 はつ きり それ を 言葉と して 云う か 云わぬ か 

は 別と して、 人生の 目的と いう 観念 そのものに 詮索の 
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